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「
障
害
者
文
化
芸
術
推
進
法
」

成
立
ま
で
の
背
景
、
経
緯

　

わ
が
国
の
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
障
害
福
祉
分
野
と
文
化
芸
術
分
野
の

双
方
か
ら
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

２
０
１
８
年
６
月
に
「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活

動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
障
害
者
文
化

芸
術
推
進
法
」）
が
成
立
し
た
。

　

障
害
者
施
策
は
、
国
際
連
合
が
定
め
た
国
際
障
害

者
年
（
１
９
８
１
年
）
を
契
機
に
大
き
く
推
進
さ
れ

始
め
、
１
９
９
５
年
に
策
定
さ
れ
た
「
障
害
者
プ
ラ

ン
」
に
お
い
て
、
障
害
者
の
生
活
の
質
の
向
上
を
目

指
す
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
芸
術
・
文
化
活
動
の
振

興
も
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
の「
障
害
者
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
が
施
策
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

　

２
０
０
１
年
に
は
、「
国
連
・
障
害
者
の
十
年

（
１
９
８
３
～
１
９
９
２
年
）」
を
記
念
し
、
国
は
、

国
連
の
精
神
で
あ
る
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
の

実
現
を
図
り
、
障
害
者
の
国
際
交
流
や
芸
術
・
文
化

活
動
の
場
、
ま
た
、
広
く
国
民
の
参
加
す
る
交
流
の

場
と
し
て
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
を
大
阪
府
に

設
置
し
、
同
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
第
１
回
全
国

障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
厚

生
労
働
省
は
２
０
１
２
年
度
に
、全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
を
、
原
則
と
し
て
国
民
文
化
祭
と
同
一
都
道

府
県
で
開
催
す
る
こ
と
と
定
め
、
２
０
１
７
年
度
の

奈
良
大
会
か
ら
は
両
文
化
祭
の
会
期
も
同
一
と
な
り

一
体
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

文
化
芸
術
施
策
に
お
い
て
も
、
２
０
０
１
年
に
成

立
し
た
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
で
、
文
化
芸
術
を
創

造
し
、
享
受
す
る
こ
と
が
人
々
の
生
ま
れ
な
が
ら
の

権
利
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
同
法
を
受
け
て

２
０
１
１
年
に
制
定
さ
れ
た
文
化
芸
術
の
振
興
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
（
第
３
次
基
本
方
針
）
で
は
、

文
化
芸
術
は
子
ど
も
・
若
者
や
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

失
業
者
、
在
留
外
国
人
等
に
も
社
会
参
加
の
機
会
を

ひ
ら
く
社
会
的
基
盤
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
社

会
包
摂
の
機
能
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
２
０
１
７
年
に
文
化
芸
術
振
興
基
本

法
を
改
正
し
て
制
定
さ
れ
た
文
化
芸
術
基
本
法
に
お

い
て
は
、
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
経
済
的
な
状
況
ま

た
は
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
芸
術
の

機
会
を
享
受
す
る
こ
と
が
基
本
理
念
と
し
て
示
さ

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
２
０
１
８
年
に
制
定
さ
れ
た
文

化
芸
術
推
進
基
本
計
画
（
第
１
期
）
に
お
い
て
も
、

文
化
芸
術
に
よ
る
社
会
包
摂
の
推
進
や
障
害
者
に
よ

る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
環
境
の
整
備
等
が
重
要
な

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

２
０
０
８
年
に
、
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
は
、

「
障
害
者
ア
ー
ト
推
進
の
た
め
の
懇
談
会
」
を
共
催

し
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
を
福
祉
的
観
点

か
ら
だ
け
で
な
く
文
化
芸
術
の
観
点
か
ら
も
検
討
す

る
場
を
設
け
、
美
術
分
野
に
お
け
る
関
係
者
の
意
見

交
換
を
行
い
、
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
言
を

ま
と
め
た
。
２
０
１
３
年
に
は
、
文
化
庁
・
厚
生
労

　2018 年６月から「障害者による文化芸術活動の推
進に関する法律」（障害者文化芸術推進法）が施行され、
厚生労働省および文化庁が共同で有識者会議を開催
し、同法に基づく基本計画が 2019 年３月に策定さ
れました。
　2019 年 9 月 15 日からは、新潟県において第
19 回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会が、第
34 回国民文化祭にあわせて開催され、2020 年の東
京オリンピック・パラリンピックの文化プログラムに
向けた機運醸成も期待されています。
　自己表現の幅が広がる、自己肯定感が向上する、地
域における障害への理解が深まるなど、障害者のさま
ざまな自立と社会参加につながる効果が期待される障
害者の芸術活動への取り組み状況をみていきます。

障
害
者
に
よ
る

   
芸
術
活
動
の
推
進
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術
活
動
に
お
い
て
、
作
品
は
も
と
よ
り
、
創
造
過
程

そ
の
も
の
に
着
目
し
た
表
現
な
ど
、
既
存
の
芸
術
ジ

ャ
ン
ル
に
収
ま
ら
な
い
多
様
性
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
活
動
の
場
や
ジ
ャ
ン
ル
の
多
様
性
に
も
対

応
で
き
る
支
援
体
制
、
創
造
活
動
の
現
場
と
障
害
者

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
育
成
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。

○
作
品
等
の
発
表
の
機
会
の
確
保

　

作
品
等
の
発
表
の
場
は
、
障
害
者
や
そ
の
支
援
者

等
の
創
造
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な

働
省
は
「
障
害
者
の
芸
術
活
動
へ
の
支
援
を
推
進
す

る
た
め
の
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
主
に
美
術
分
野
の

活
動
を
対
象
と
し
た
障
害
者
の
芸
術
活
動
に
関
す
る

支
援
に
つ
い
て
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
報
告
。

２
０
１
４
年
の
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」招
致
決
定
を
契
機
に
、

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
へ
の
関
心
や
注
目
が

さ
ら
に
高
ま
り
、
２
０
１
５
年
に
は
、
文
化
庁
・
厚

生
労
働
省
は
、「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
む
け
た
障
害
者
の
芸

術
文
化
振
興
に
関
す
る
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
関
係

者
相
互
の
情
報
共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

る
と
と
も
に
、
広
く
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
定

期
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
２
０
１
３
年
の
「
中
間
と
り

ま
と
め
」
を
受
け
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
年
間
に

わ
た
り
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者
の
芸
術
活
動
を
支

援
す
る
「
障
害
者
の
芸
術
活
動
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

を
実
施
し
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、
そ
の
成
果
を

全
国
に
普
及
・
展
開
す
る
「
障
害
者
芸
術
文
化
活
動

普
及
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
化

庁
で
も
、
障
害
者
の
優
れ
た
文
化
芸
術
活
動
の
国
内

外
で
の
公
演
・
展
示
の
実
施
や
、
映
画
作
品
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
字
幕
や
音
声
ガ
イ
ド
制
作
へ
の
支
援
等
、

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
他
関
係
省
庁
に
お
い

て
も
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
。

「
障
害
者
文
化
芸
術
活
動
推
進
基
本

計
画
」
が
求
め
る
も
の

　

２
０
１
９
年
３
月
に
は
、
障
害
者
文
化
芸
術
推
進

法
に
基
づ
く
「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
基

本
計
画
は
、
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
て
障
害
者
の
個

性
と
能
力
が
発
揮
さ
れ
、
社
会
参
加
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
国
民
が
文
化
芸
術
を
創
造
し
ま
た
は
享
受

す
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
、
多
様
な
人
々
が
お
互

い
を
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、
文
化
芸
術
活
動
に
関
わ

る
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

同
計
画
で
は
、
①
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動

の
幅
広
い
促
進
、
②
障
害
者
に
よ
る
芸
術
上
価
値
が

高
い
作
品
等
の
創
造
に
対
す
る
支
援
の
強
化
、
③
地

域
に
お
け
る
、
障
害
者
の
作
品
等
の
発
表
、
交
流
の

促
進
に
よ
る
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
、
の
３
つ
を
基
本
的
な
視

点
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
の
方
向
性
は
、
表
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
る
（
障
害
者
基
本
計
画
お
よ
び
文
化
芸
術
推

進
基
本
計
画
の
計
画
期
間
を
踏
ま
え
、
２
０
１
９
～

２
０
２
２
年
度
が
対
象
期
間
）。

　

な
か
で
も
、
障
害
者
向
け
施
設
・
事
業
所
が
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
内
容
と
し
て
は
、

（2）
創
造
の
機

会
の
拡
大
、

（3）
作
品
等
の
発
表
の
機
会
の
確
保
、

（5）

権
利
保
護
の
推
進
、

（6）
芸
術
上
価
値
が
高
い
作
品
等

の
販
売
等
に
係
る
支
援
、

（11）
関
係
者
の
連
携
協
力
、

等
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
創
造
の
機
会
の
拡
大

　

学
校
や
社
会
福
祉
施
設
、
文
化
施
設
、
社
会
教
育

施
設
等
や
民
間
の
ダ
ン
ス
教
室
、
美
術
サ
ー
ク
ル
、

劇
団
な
ど
、
多
様
な
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
創
造
活

動
の
環
境
や
内
容
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。
近
年
、
芸

障害者基本計画及び文化芸術推進基本計画の計画期間を踏まえ、
2019 ～ 2022 年度を対象期間とする表

（１）鑑賞の機会の拡大
◦障害特性に応じた利用しやすい環境整備の推進
◦適切な対応ができる人材の育成
◦地域における鑑賞機会の創出　　等

（２）創造の機会の拡大
◦創造活動の場の創出・確保
◦多様な創造活動の場における環境・内容の充実
◦創造活動の場と障害者をつなぐ人材の育成　　等

（３）作品等の発表の機会の確保
◦発表の場の創出・充実
◦海外への発信　　等

（４）芸術上価値が高い作品等の評価等
◦作品や活動等の情報収集・発信と環境整備
◦作品や活動に対する保存等の取組　　等

（５）権利保護の推進
◦作品等に関わる様々な諸権利の普及啓発
◦自らの意思表示に困難を伴う障害者への配慮
◦研修、相談などの環境整備等　　等

（６）芸術上価値が高い作品等の販売等に係る支援
◦企業等における環境整備や販路開拓の促進
◦地域における相談支援体制の促進　　等

（７）文化芸術活動を通じた交流の促進
◦地域、国内外など幅広い交流の促進
◦文化、福祉、教育等の各分野の連携・交流　　等

（８）相談体制の整備等
◦地域における相談や支援体制の全国的な整備　　等

（９）人材の育成等
◦�障害者による文化活動を理解し支援等を行うための
人材の育成・教育　　等

（10）情報の収集等
◦障害者による文化芸術活動の調査研究
◦国内外における情報収集・発信の促進　　等

（11）関係者の連携協力
◦身近な地域におけるネットワークの整備
◦各地域を結んだ広域的な連携の推進　　等
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